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左の図は、http://www.tepco.co.jp/cc/press/index1112-j.html にある、2011年12月1日のプレ
ス発表の中の一つの図である。サブドレンの放射能強度である。「４月14日の原子力安全・
保安院からの指示に基づき、今後、１週間に３回実施する」となっているが、2011年12月22日
を最後に発表されていない。野田総理が終息宣言をされたのは12月16日であるが、この日
を境に、公表される情報は激減した。左のデータが問題なのは、何日かごとに、放射能濃度
が増え、半減期より速く減少していることである。要するに、原子炉内からドレンに漏れ、ドレ
ンから外部に漏れている、あるいは、廃棄していることをうかがわせている。しかしながら、公
開されなくなったので、改善されたのかどうかが分からない。もう一つの問題は、Bq/㎝3を単
位にしていることである。水中（海中）の濃度はBq/Lで示されていることが多い。Bq/㎝3にし
ているのは、数値を1,000分の1にしたかったとしか思えない。
右上の表は、http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001hb6p.html の厚生労働省報
道発表資料の2012年5月23日の中の一つの表である。政府が定めた右下の表の基準を超
えた件数が日々発表されている。この基準は、食品からの放射性物質の影響が年間で、１
mSv以下になるように定められたものであり、コーデックス委員会の基準と比べても、非常
に厳しい設定となっている。基準を超えたら出荷制限されており、国民の安全を考えた行政
となっていると思う。十分な情報開示もしており、一部の販売者が独自に計測したり、さらに
厳しい基準を設けることを否定しないが、放射線強度の測定は非常に難しいことを言って
おく。最近、某新聞社が、簡易測定器である市の水道水を測ったら基準を超えたと報道した
時、某市の市長から訂正を求められたことは記憶に新しい。簡易測定器でγ線のトータルは
測れるが、どの核種かは分からない。また、測定者が出すγ線も測ってしまう。まとまりがな
い発表となっている。情報公開は、ある程度は行われており、科学的な視点を持ってみれ
ば、状況を分析できる程度であると考える。
